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マチック倶楽部（The Drysdale Dramatic Club）第 1回公演「禿頭になる七































れた日付の前日に発行されている。つまり「5月 6日」付夕刊の実際の発行日は 5月 5
日である。）には，「虹口へ進出するルシアン・バレー」という見出しの下にリ
ッツ劇場がその上演の場になったことを報じた記事と，その出演者と演目が
































































































































































ング・ポスト」の方にも，“colourful and amusing ballet”という言葉を盛り
込んだ，このバレエに関する広告が載っている。ついでに言うと，そのすぐ下










土曜日まで毎晩 9時 15分の開演を予定している（14）“XCDN Calling”に関す
る広告【図 2】である。いったいこれはどんな催しなのか。同日第 15 面の
「“XCDN Calling”Set For May 13」，13日の「“XCDN Calling”Show Boasts
Hit Numbers」，14日の「“XCDN Calling”Scores Success」【図 3】，20日
３５日・英・仏語新聞を通して見た孤島時代末期の上海租界劇場文化のゆくえ
の「XMHC Broadcasting XCDN Calling From Lyceum At 9.15 p.m.」，さら
には番外編として，これも当時の英字新聞「ザ・ノースチャイナ・ヘラルド
（THE NORTH−CHINA HERALD）」の 5月 21日の紙面に載った写真入り記













$2」と入場料を記した横に“ALL PROFITS TO CENTRAL BRITISH WAR














ある。実はこれに先立って 3月初めに第 1回目の“XCDN Calling”が開催さ
れていたのだが，その折りと比べて今回の方が格段に演出効果が上っていると
賞賛の声が多く寄せられ，そのこともあってか，公演は 17日に一旦は終了し











































よ，それらを演じてみせる Long Tak Sam のキャラクターが中国人のイメー
ジとは相当異なる雰囲気を漂わせていたということだ。
オーストラリア人の父と香港出身の中国人の母の間に 1962年に沖縄で生ま
れた，Long Tak Sam の曾孫アン・マリー・フレミング（Ann Marie





















ィックな演技と“half chinese and half western”的な容貌によって父の一座




























































































5/8 《Flower of Hawai》, par la troupe d’operette russe, à 20 h. 45
5/11 Concert symphonique par l’orchestre du Settlement, à 17 h. 15
《Ball in Savoy》par la troupe d’operette russe, à 20 h. 45
5/24 Recital de danse Bateman−King, à 15 h.





面を見ると，その日の“Bateman− King”の演目が《Who Killed Cock
Robin》というものであることまでわかる。
《Flower of Hawai（ハワイの花）》，《Ball in Savoy（サヴォワの舞踏会）》，





































て 18日の「上海における音楽（La Musique à Shanghai）」では，“Récital de





























⑹ 「舞踊の春」は「大陸新報」1943・4・1, 3, 4。「美の饗宴」は 1943・4・6夕刊。
⑺ 「河向ふ邦商繁昌記 5 外人も舌巻く日本の芸術 南京路の上海画廊」（「大陸新
報」1940・6・10）によると上海画廊の開設は 4月 18日。一方のフレンチ・ク
ラブでの日本洋画展開催は 5月 2日。



















⒂ 『大陸年鑑 昭和十七年版』「第五編 文化－第四章 新聞，雑誌，ラヂオ」参
照。
⒃ 『大陸年鑑』では「民主」の呼号を「XCDN」ではなく「XGDN」と記している
が，もう一つのイギリス籍の放送局「XMHC」（大美晩報）が 5月 19・20日の 2
日間にわたって再演されるこの催しの模様を 20日に実況中継することを伝える
「イヴニング・ポスト」の記事「XMHC Broadcasting XCDN Calling From Ly-
ceum At 9.15 p.m.」中に“Democracy Calling”という表記があることに拠れ
ば，『大陸年鑑』のそれが「XCDN」の誤記であることがほぼ断定できよう。









⒅ “Manuela Dances At Arizona”（1941・5・7），“Manuela To Dance At Far-






















24 5月 22日付「ル・ジュルナル・ド・シャンハイ」紙の“La Station Radiophonique













図 2 「イヴニング・ポスト」に掲載された“XCDN CALLING”広告（1941・5・10）
４８ 日・英・仏語新聞を通して見た孤島時代末期の上海租界劇場文化のゆくえ
図 4 “XCDN Calling”の Mexican Highlight シーン。「ノース・チャイナ
・ヘラルド」（1941・5・21）より。
図 3 “XCDN Calling”の盛況ぶりを伝える「イヴニング・ポスト」の記事
（一部）（1941・5・14）
４９日・英・仏語新聞を通して見た孤島時代末期の上海租界劇場文化のゆくえ
図 5 「ル・ジュルナル・ド・シャンハイ」の「上海の音楽」欄にグロスボア
が寄せた上海バレエ・リュスの「海賊」評（一部）。（1941・5・4）
図 6 「ル・ジュルナル・ド・シャンハイ」（1941・5・24）の「今日の興行」
欄。ライシャムでこの日 Bateman-King のリサイタルと《manon》の上演
があることがわかる。
５０ 日・英・仏語新聞を通して見た孤島時代末期の上海租界劇場文化のゆくえ
